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1. 研究の動機 

タッチフットボールは、用具・施

設・安全性などの点で誰でも簡易に

出来るようにアメリカンフットボー

ルを変更して作られたスポーツであ

る。現在の日本ではあまり知られて

いないスポーツだが、第二次世界大

戦後、このスポーツが日本の学校体

育の教材の一つとして位置付けられ

ていた時期があった。 

その時代に、学校体育の目標、タ

ッチフットボールという教材の教育

的価値はどう考えられていたのかと

いう点に興味をもった。 

 

2. 研究の目的と意義 

教材としてのタッチフットボール

の導入と削除の過程の解明を通し、

戦後日本の学校体育の教材に求めら

れていたものについて検討すること

を目的とする。 

本研究の意義は以下の 2 点にある。 

1) 体育の目標や意義を満たすた

めの教材の教育的価値について見直

すことが出来る。また、現在問い直

されている学校体育の意義に関する

知見の一つとなる。 

2) タッチフットボールの教育的

価値を再考する契機となる。 

 

3. 研究の方法 

研究対象期間（1946 年～1958 年）

を２期に区分し、タッチフットボー

ル実践校の授業記録、授業実践に関

与した方へのインタビュー、学校新

聞、GHQ 文書等の史料により、タ

ッチフットボールの体育教材への導

入、実践、削除の過程を再構成する。

時期区分は 1) 導入段階（1946～

1947 年）、2) 実践～削除段階（1947

～1958 年）とする。1947 年に関し

ては、学校における実践については

実践～削除段階に含むものとする。 

 

4. 先行研究の検討と本研究の課題 

1)タッチフットボール受容の歴史 

伊東による論文に、第二次世界大

戦後から約 10 年間について記述が

ある。その後、1960 年頃、アメリカ

ンフットボールへの移行現象が起こ

っていったことがわかっているが、

体育の教材としての排除の経緯の詳

細については明らかにされていない。 

2)戦後日本学校体育史 

学習指導要領の改訂に当たっての

方針や内容は、江橋、丹下らによっ

て詳細に明らかにされている。しか

し、タッチフットボールの授業実践

については当時の研究授業の一例の

みであり、また、タッチフットボー

ルを教材として選定、削除した際の

議論や、学校における実践事例等に

ついての言及は見られない。 

以上より、本研究の課題を以下の



3 点を解明することとする。 

1)学習指導要綱へ導入された社会

的背景、教育的背景。 

2)学校におけるタッチフットボー

ルの指導の様子、そこから考えられ

るタッチフットボールを体育の教材

として扱う上での問題点。 

3)教材を精選する際、他種目と比

較されたのであれば、学校体育にお

いて何が優先的に考慮されたのか。 

 

5. 結果 

1) 導入段階について 

タッチフットボールが教材に導入

された背景として、第二次世界大戦

で敗れた日本が、米軍から多大な影

響を受けながら、軍国主義から離れ、

教育全体及び体育の方向性を大きく

転換したことがあった。その民主主

義の方針の中で、スポーツ教材が重

視され、タッチフットボールもその

一つとして米軍からの紹介をきっか

けに取り入れられた。その意義は他

のスポーツと同様に、体力の向上及

びスポーツマンシップの養成におか

れていた。この中でタッチフットボ

ール個別の教材としての主な価値は、

1) 身体的な発達（特に持久力・機敏

性）を促す。2) スポーツマンシップ

の養成ができる。3) 創造的な活動を

含み、作戦の工夫において面白みが

ある。4) 安全である、という 4 点に

まとめられる。 

2) 実践～削除段階について 

主に課外で広まりを見せたタッチ

フットボールであるが、正課体育で

の実践を 4 例見出すことができた。

学校体育研究発表会における研究授

業、池田中学校、長浜南中学校及び

八阪中学校における実践である。タ

ッチフットボールに魅力を感じた教

師が熱心に指導し、生徒もタッチフ

ットボールに興味を持ち楽しんでプ

レーしていたことがわかった。 

学習指導要領においても、バスケ

ットボールなどとは数値的にはわず

かに差があるものの、教材としての

価値は評価されており、意義は認め

られていた。 

削除された背景の一つとして、基

礎的技術の系統だった学習と体力育

成に重点をおくオリンピック選手養

成型の学校体育への方針転換が考え

られる。 

 

6. まとめ 

上記の過程の再構成を通し、教師

から生徒へ連続的に引き継がれてい

ったスポーツであったことがわかっ

た。ルールが複雑といえるスポーツ

であるため、排除に至る過程として

は指導教員の存在の減少がポイント

となったのではないかと考えられる。 

オリンピック選手養成という要求

から、基礎的技術の系統だった学習

と体力育成に重点を置かれるように

なった体育の中で、タッチフットボ

ールは、体育の目標達成のための価

値以上に、そのスポーツの新しさか

ら、指導の困難さという問題を抱え

ていたのである。 


